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一般財団法人 阪神高速先進技術研究所

理事長

西 岡 敬 治

阪神高速先進技術研究所は、 1 9 7 8 年に設立さ れて 以来

4 0 年以上にわたり 、阪神高速道路を 中心と する都市高速道

路などの建設、管理に関する 調査研究を 行ってき た阪神高

速道路技術センタ ーの名称を 変更し て、 2 0 2 0 年 7 月に再

出発いたし まし た。

技術センタ ーはその時々の要請にこ たえ、長年にわたり 培っ

た豊富な 経験を 活かし 、関西を 中心とし た学識経験者や専

門技術者の技術力を 結集し て課題解決を 図り 、シンクタ ンク

とし ての役割を 果たし てきまし た。

特に近年は、大き な 社会問題と なっ てき た道路構造物の老

朽化に関し て、単にその修繕対策にと どまら ず、構造物の耐

久性や健全度評価、ある いはアセット マネジメ ント の分野に

まで 研究領域を 拡大し 、深刻化する 道路構造物の長寿命化

対策を 総合的見地から 取り 組んできまし た。また、関西の悲

願であった阪神高速道路湾岸西伸部や淀川左岸線延伸部の

建設も 始まり 、 2 1 世紀にふさ わし い新たな 都市高速道路

に必要な最先端の技術開発なども 手掛けてき ています。

一方で、昨今の情報技術の発展は目覚まし いも のがあり 、イ

ンタ ーネット の普及を 背景に、国においても 、科学技術イノ

ベ ーショ ン の中核とし て、 S o c ie ty5 .0 の実現を 目指すと

さ れています。こ れはサイ バー空間と フィ ジカ ル（ 物理） 空間

を 高度に融合さ せるこ と で あり 、関係官庁、産業界、学術会

が一体と なって進めると さ れて いると こ ろ です。阪神高速グ

ループにおいても 、今後予想さ れる 人的資源確保の困難さ

や交通量の減少に伴う 管理コ スト の削減、働き 方改革の推

進と いった課題に対処するためには、こ のよう な高度な先進

的な 情報技術の活用が不可欠で あり 、自ら 研究体制を 構築

し て将来に備える必要が生じ ています。

そこ でこ の度、中長期的な 研究テ ーマや新たな 情報通信技

術の活用など先進技術の研究開発にも チャレンジし 、関西を

中心と する 都市高速道路事業へ一層貢献するため、体制を

強化すると と も に、その決意を 込め、法人名を「 一般財団法

人 阪神高速先進技術研究所」 に変更いたし まし た。

こ の法人名変更を 機に役職員一同、「 創造的先進技術への

挑戦」と いう 、技術センタ ー時代より 変わら ぬ経営理念を 掲

げ、大いなる希望を もってさ ら なる努力をし ていく 所存でご

ざいます。今後と も 何卒倍旧のご支援ご指導を 賜り ますよう

お願い申し 上げます。
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先進技術研究所の目的と 事業

  設立目的

阪神高速先進技術研究所（ 愛称 H IT"エイ チ・ アイ・ ティ "） は、

阪神高速道路及びその他の道路の建設・ 管理に関する総合的

な調査研究及び技術開発を行う とと も に技術者の養成を行う こ

と により 、 道路事業の発展と 都市機能の維持及び増進に寄与す

ること を目的とし 設立さ れています。 また、 阪神高速道路事業

に従事する関連法人共済会員（ 以下「 会員」 と いう ） などへ

の福利厚生事業も 行っています。

  事　 　 業

先進技術研究所は、 道路等の建設・ 管理に関し て下記の事業を

実施し ています。

  経営理念

［ 創造的先進技術への挑戦］

創造的先進技術に挑戦し 、 阪神高速道路を含む関西を中心とし

た道路ネット ワークの発展、 良好な維持に貢献します。

1 . 調査研究及び技術開発

2 . 調査研究等に関する 業務の受託

3 . 研究発表会、 講演会の開催

4 . 技術図書の刊行

5 . 道路等事業の推進のための啓蒙、 宣伝、 協力等

6 . 土木構造物点検診断技術者資格の認定

7 . 会員に対する 福利厚生に関する事業

大和川線 大和川第一ト ンネルと 南島換気所
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  検討体制

技術委員会： 先進技術研究所では、 常設の技術委員会を 設置し てい

ます。 技術委員会には、 鋼構造、 コンクリ ート 構造、 基礎構造、 アセッ

ト マネジメ ント などの分野に精通し た 7 名の学識経験者が在籍し てお

り 、 技術的な課題解決のための相談、 継続的な勉強会などを実施し 貴

重なアド バイスを受けること ができる体制を整えています。 個別の研究

課題に対し ては、 学識経験者と 経験豊富な実務者からなる鋼構造、 ＰＣ

構造、 ＲＣ構造、 基礎・ 地下構造、 耐震、 舗装、 情報技術の 7 分野の

専門委員会を設置し 、 技術委員会の統括の元に検討を実施しています。

大学などと の共同研究： 大学や企業と の共同研究では道路構造物の

維持管理に関する新技術開発に取り 組んでいます。 長大橋梁の耐風安

定性に関する研究、 鋼製橋脚隅角部や鋼床版の疲労損傷に関する調査

研究、 プレスト コ ンクリ ート 構造の有限要素法解析モデルの検証に関す

る共同研究、 排水性舗装や高耐久性舗装の開発研究など広範囲な開発

研究を行っています。

  研究テーマ

阪神高速道路の大規模更新事業に係る技術的検討： 阪神高速道

路は、 昭和３９ 年に供用を開始し て以来既に５０ 年以上が経過し 、 老朽

化が進行し ており 、 重大な損傷が顕在化し ています。 そのよう な箇所

は、 繰り 返し 補修を実施し ても 構造物の健全性を引き上げること が難し

く 、 致命的な損傷に発展する恐れがあること から、 大規模更新、 大規

模修繕が必要と なっています。 一方、 阪神高速道路は、 1 日約 7 1 万

台（ 2 0 1 9 年度） が利用する京阪神の大動脈で、 その機能を一刻たり

と も 止めること ができません。 供用中の路線の大規模更新や大規模修

繕の実施にあたっては、 最新技術や新工法の導入など多く の技術的課

題を解決し 、 損傷の発生を抑制する対策や構造物の一部または全体を

更新すると いった抜本的な対策を検討していく 必要があります。

阪神高速道路の中長期的な技術開発： AI や IoT、BIM・CIM 、ロボッ

ト と いった情報技術は日々目覚ましく 進化し ています。 阪神高速道路に

おいても 、 企業理念である「 先進の道路サービスへ」 を実現するため、

また、 今後懸念さ れる労働人口減少に対応するため、 最新の情報技術

を活用し 、 将来の高速道路管理の高度化・ 効率化に向けて、 技術開発

を推進します。

調査研究及び技術開発

技術委員会

鋳鉄床版の輪荷重走向疲労試験
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2 0 年
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鋼 管

継 手

リ ュ エル流動性試験 曲げ試験

鋼管矢板基礎の設計合理化に関する検討

高耐久グースアスフ ァ ルト 混合物の性能規定に関する 検討U リ ブ鋼床版の疲労耐久性検証のための実験的検討

補強済み R C 床版の疲労耐久性検証のための実験的検討

※わだちがA ランク以上、あるいはひび割れ率がA ランク以上と なる時の路面性状をM CI に変換した時の値

［ M C I と は］道路面の状態を定量的に表す指数で、わだち掘れ量、ひび割れ率により 算出する

［ M CI= 5 .6 ］路面のわだち掘れやひび割れによる振動や騒音が少なく 、お客さ まが不快に感じ ない舗装の状態

舗装の維持管理費用と M CI ≧ 5 .6 ※の割合推移

舗装の劣化モデル

一般にコンクリ ート 構造物の損傷は複雑であり、 対策方法を検討

するためには詳細な構造計算などを実施する必要があります。

ASR( アルカリシリカ 反応 ) はコ ンクリ ート 内部で反応が進み構

造物の損傷が進行する現象であり、 その挙動は複雑です。

本研究では、 実構造物を模擬し た試験体で ASR が構造物に与

える影響を実験し たう えで、 FEM などの数値解析モデルを作成

し ASR の進行に伴う 構造物の安全性を評価するとともに、 適切

な対策方法について検討しています。

阪神高速道路の構造物は高齢化に伴い、 近年、 鋼床版に発生

する疲労き裂が増加傾向と なっており、 損傷スト ックを増加さ せ

ないためにき裂発生を事前に予防する対策が求められています。

こ れに対し、 阪神高速で

提案さ れている予防対策

工法の効果を検証するた

めに、 対策が施さ れた鋼

床版の輪荷重走行試験を

実施し 、 試験結果の分析・

評価を行っています。

下面に鋼板接着補強が行われ数十年が経過するＲＣ 床版におい

て、 鋼板部の浮き音を伴う 劣化・ 損傷が確認さ れています。 これ

らの床版を将来にわたって効率的に活用していく ために、 現状の

疲労耐久性や各種補修工

法の効果を 確認すること

を目的とし て、 供用下の

実橋より 切り 出し た鋼板

接着済みＲＣ 床版を 対象

に輪荷重走行試験を実施

し、 実験結果の分析・ 評

価を行っています。

舗装は道路利用者に最も 近い道路構造物の一つであり、 ポット

ホールやひび割れ等の舗装に発生する損傷は走行安全性を損な

う こと や、 舗装補修時の交通規制によって道路利用者への負担

が大きく なります。 阪神高速道路の舗装はコンクリート 床版上舗

装と 鋼床版上舗装に大別さ れますが、 鋼床版上舗装はコンクリー

ト 上舗装と 比較し 損傷の発生割合が高いこと が過去の検証から

分かっています。 本研究は、 鋼床版上舗装の基層に用いら れて

いるグースアスファ ルト 混合物の高耐久化を目指し 、 配合試験や

性能照査を行い、 高耐久化し た混合物に求める要求性能と 性能

照査方法および規定値を定めることを目的に取り組んでいます。

鋼管矢板基礎の設計法は 2 次元解析による簡易的な構造計算方

法が踏襲さ れているのが現状ですが、 3 次元解析である立体骨

組解析を適用すること により、 任意な基礎形状のモデル化が可

能と なり、 より合理的な基礎構造の設計が可能になると 考えてい

ます。 本研究では鋼管矢板基礎の設計における立体骨組解析の

積極的な導入に向けて、 鋼管矢板基礎を模し た縮小模型実験の

再現による立体骨組み解析の妥当性を確認するとと も に、 継手

を部分的に省略した鋼管矢板基礎などの合理的な基礎構造の構

造成立性について解析的に検討しています。

阪神高速道路は総延長約 2 6 0 km に及ぶネット ワークを有しており、 その維持管理に関する膨大なデータ は保全情報管理システムに納

められています。 そのシステムと データ を活用して、 ライフサイクルコ スト （ LCC） が最小になるよう な補修計画の提案や大規模修繕・

更新計画を策定するアセット マネジメ ント システムの検討を行っています。

  舗　 装

  基　 礎

  鋼構造

  コ ンク リ ート 構造

  アセッ ト マネジメ ント

先進技術研究所が保有する道路構造物に関する 専門的

な 技術力を 生かし 、 阪神高速グループ や国、 地方公共

団体などから 維持管理の諸課題解決の検討業務を 受注

し 、 効率的な維持管理に貢献し ています。

調査研究等に関する 業務の受注（ 1 ）

H
-BM S と は？ 阪神高速道路の維持管理計画を 策定するために開

発さ れたブリ ッ ジマネジメ ント システムです。 阪神高速道路の資産

情報、 点検情報、 補修情報を 管理する 保全情報管理システムを 活用し

て構造物の劣化予測を 行い、 長期の維持管理費用の推計と 、 補修箇所

抽出のための短期劣化予測を 行う 機能を 備えています。

AS R 橋脚のひび割れひずみ図（ 実橋梁 1 /2 モデル）

鋼管矢板基礎打設状況（ 阪神高速大和川橋梁）

鋼管矢板基礎の構造

A SR 構造物の対策検討
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道路・ 橋梁管理者のための

メ ンテナンス実務者コ ミ ュ ニティ

主催： 一般財団法人 阪神高速先進技術研究所

Maintenance Engineer Community

◉ 2 0 0 6 年 1 0 月 第 1 回 通行止め 現場見学、 意見交換（ 1 3 団体）

◉ 2 0 0 7 年 1 月 第 2 回 座　 学 道路・ 橋梁維持管理に関する動き、 阪神高速道路点検業務概要、 他（ 1 0 団体）

5 月 第 3 回 点検実習 現場視察・ 実習、 M EC 会員の維持管理取組状況紹介、 他（ 1 2 団体）

9 月 第 4 回 座　 学 被災構造物見学、 ミ ネアポリ ス橋梁落橋報告、 M EC 会員の維持管理取組状況紹介、 他（ 1 0 団体）

◉ 2 0 0 8 年 1 月 第 5 回 座　 学 道路・ 橋梁維持管理に関する動き、 M EC 会員の維持管理取組状況紹介（ 1 0 団体）

6 月 第 6 回 通行止め 阪神高速道路通行止め現場見学、 他（ 1 5 団体）

1 0 月 第 7 回 座　 学 M EC 会員の維持管理取組状況紹介、 他（ 1 3 団体）

◉ 2 0 0 9 年 6 月 第 8 回 座　 学 青森県維持管理取組状況紹介、 他（ 2 0 団体）

◉ 2 0 1 0 年 1 月 第 9 回 座　 学 特別講演 -橋梁の長寿命化について - ( 近畿地方整備局道路保全企画官 ) （ 1 3 団体）

◉ 2 0 1 1 年 6 月 第 1 0 回 座　 学 特別講演 -橋梁維持管理と 地域連携 -(( 株 )BM C)、 パネルディ スカッショ ン、 他（ 3 7 団体）

1 0 月 第 1 1 回 点検実習 疲労き裂現場見学、 疲労き裂概要説明、 他（ 1 7 団体）

◉ 2 0 1 2 年 4 月 第 1 2 回 点検実習 橋梁点検実習、 M EC 会員の維持管理取組状況紹介、 他（ 1 6 団体）

1 0 月 第 1 3 回 点検実習 橋梁点検実習、 他（ 1 2 団体）

1 1 月 第 1 4 回 通行止め 阪神高速フレッシュアップ工事現場見学、 他（ 1 0 団体）

◉ 2 0 1 3 年 8 月 第 1 5 回 座　 　 学 アンケート 調査報告、 阪神高速の損傷・ 補修事例紹介、 意見交換、 他（ 1 1 団体）

1 1 月 第 1 6 回 通行止め 阪神高速フレッシュアップ工事現場見学、 意見交換、 他（ 1 7 団体）

◉ 2 0 1 4 年 6 月 第 1 7 回 座　 学　 　 M EC 会員の維持管理取組状況紹介、 意見交換、 他（ 1 7 団体）

1 1 月 第 1 8 回 通行止め 阪神高速フレッシュアップ工事現場見学、 意見交換、 他（ 1 7 団体）

◉ 2 0 1 5 年 5 月 第 1 9 回 通行止め 阪神高速フレッシュアップ工事現場見学、 意見交換、 他（ 1 9 団体）

◉ 2 0 1 6 年 6 月 第 2 0 回 座　 学 アンケート 調査報告、 意見交換会、 熊本地震被災状況調査報告　（ 1 2 団体）

◉ 2 0 1 7 年 2 月 第 2 1 回 点検実習 非破壊点検実習、 意見交換会　（ 9 団体）

9 月 第 2 2 回 点検実習 損傷構造物見学、 意見交換会（ ８ 団体）

◉ 2 0 1 8 年 2 月 第 2 3 回 点検実習 ド ローン飛行デモ、 意見交換会（ 1 1 団体）

通行止め工事を利用し た補修現場の見学会、 阪神高速を活用し

た点検の実習とと も に意見交換を行い、 管理者とし ての悩みや

疑問の解決と 維持管理に関する情報共有を図っています。

一部の自治体では、 橋梁点検をＭＥＣで実施し 、 点検調書を作

成するなど自治体の維持管理業務を支援しまし た。

  M EC 活動／自治体支援活動の概要

先進技術研究所では、 道路・ 橋梁管理者のためのメ ンテナンス実務者コ ミ ュニティ （ M EC） を 立ち 上げ、 阪神高速

道路の維持管理で培った先進的な技術を 阪神高速グループと 協同し て関西地区を 中心とし た自治体の維持管理担当

者に講習会などを通じ て技術支援を 行っています。

道路管理者支援

M EC  (M a in tena nce  Eng in eer C om m un ity )

問い合わせ： m ec@ h it.o r .jp

［ 設立主旨］ ▶  管理実務者同士で気軽に話し 合う 機会の提供

▶  管理実務者の皆が主役と なっ て課題を 共有

▶  予算・ 人材制約下の維持管理手法・ 技術の模索

［ テーマ］ ▶  損傷事例及び点検・ 診断方法・ 補修・ 補強方法

▶  データ ベース及びアセッ ト マネジメ ン ト

▶  長寿命化計画・ 予算・ 沿道対策など

目視点検実習フ レッ シュ アッ プ工事の現場見学 床版下面の目視点検橋梁点検の実習

現場見学／点検・ 調査実習などの実施

［ M EC の活動記録］

会員自治体への業務支援取り 組み　 1 取り 組み　 2

南海ト ラ フ 地震を想定し た地震被害シミ ュ レ ーショ ン ( 変形倍率 1 0 0 倍 )

橋脚の被災度判定

阪神高速道路のよう な広域道路ネット ワークの防災・ 減災対策を

検討するにあたっては、 設計実務で用いら れている橋梁単位の

地震応答解析ではなく 、広域の地震応答シミ ュレーショ ンを行い、

路線単位やランプ間の区間単位の損傷程度を評価すること が有

効と 考えられます。

また、 橋梁の被害は、 橋梁振動単位の境界部や単柱式・ ラ ーメ

ン形式などの橋脚形式の変化点等で生じる場合があり、 連続す

る橋梁の弱点部を明確にするためには、 橋梁単位ではなく 、 路

線単位のモデルを用いた評価が求められます。

こ のため、 本検討では、 広域道路ネット ワークの地震被害シミ ュ

レーショ ンの実現に向けた検討として、 国立研究開発法人理化学

研究所のスーパーコ ンピュータ 「 京」 を使用し 、 阪神高速道路

の路線・ 区間単位の損傷程度の評価、 地震時の耐荷性や地震直

後の走行性の評価に関する研究を行なっています。

既設構造物に対し て耐震補強対策とし て横変位拘束構造を設置

するにあたっては、 設置スペースに限りがあるため、 横変位拘束

構造を橋脚や橋台の縁端近く に設置せざるを得ない場合があり

ます。 その場合、 コンクリート の抵抗面積が確保できず、 押し 抜

きせん断破壊する可能性が考えら れるため、 横変位拘束構造定

着部の設計法を確立することを目的に、 実物大相当の供試体模

型への載荷実験及びその再現解析を実施しています。

1 9 9 5 年兵庫県南部地震では、 TV 支柱や照明柱などの柱状付

属物がアンカーボルト の破断などにより 倒壊する被害が生じまし

た。 この一因として、 高架橋と の共振により 振動が増幅さ れた可

能性があると 考えられることから、 その耐震性を評価し 必要に応

じ て構造改良を図ること が重要です。 本研究は、 阪神高速道路

が現在採用し ている柱状付属物を縮小し た供試体に静的正負交

番載荷試験を行い、 その破壊順序・ 破壊形態及び非線形特性を

把握し、 その結果を解析モデルに反映し 橋梁全体の共振影響評

価、 構造改良の必要性の検討を行っています。

  耐　 震

大規模解析によ る耐震性評価に関する検討 耐震補強構造の設計法に関する検討

柱状付属構造物の耐震性向上に関する 検討

模型供試体への載荷実験の

様子（ 上）と 再現解析（ 右図）

正負交番試験実施状況（ TV 支柱） 応力コ ンタ ー図（ TV 支柱）

調査研究等に関する 業務の受注（ 2 ）
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平成７ 年に発生し た阪神淡路大震災は、 阪神高速道路３ 号神戸

線及び 5 号湾岸線に多大の被害をも たらしまし た。

その被災状況を保管し た震災資料保管庫では、 実際に被災し た

損傷構造物を見学し ていただけるだけではなく 、 地震発生から

阪神高速道路の全線復旧までの 6 2 3 日間の緊迫し た時間と 復

旧の状況を広く 一般市民にお伝えし ています。

さ らには、 こ の震災を教訓にし た新し い耐震技術なら びに防災

支援や防災教育の取り 組みも 紹介し ています。

先進技術研究所は、 阪神高速道路株式会社と 協力し て震災資

料保管庫の運営を実施し ています。

阪神淡路大震災で被害を 受けた構造物の一部を、 そのままの

状態で多数保存・ 展示し 、 D VD の上映やパネル展示を交えた

館内の見学（ 予約制） を実施し ています。

施設に関する詳し い情報は下記のホームページでご覧いただけます

▶ h t tp s ://w w w .h it .o r.jp /ho ka nko

歴史を 後生に伝える 仕事

  震災資料保管庫（ 神戸市東灘区深江浜）

壁面パネル壁面パネル RC 橋脚のせん断損傷RC 橋脚のせん断損傷

鋼連続箱桁橋の中間支点部の変形鋼連続箱桁橋の中間支点部の変形

鋼製橋脚の損傷鋼製橋脚の損傷

RC 橋脚主鉄筋段落と し 位置での曲げせん断破壊RC 橋脚主鉄筋段落と し 位置での曲げせん断破壊エント ラ ンスエント ラ ンス
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● 建設・ 維持管理技術の PR

展示会など で、 阪神高速グループと 共に先進技術研究所が保

有する最新技術を パネルなどで一般の方に紹介しています。

一般財団法人阪神高速先進技術研究所に

社名変更いたしまし た。（ 2 0 2 0 年 7 月 1 日付）

先進技術研究所は、 １ ９ ７ ８ 年（ 昭和５ ３ 年） ５ 月

１８ 日に建設大臣の許可を 得て「 財団法人阪神高速

道路管理技術センタ ー」 と して設立し 、２ ０１３ 年（ 平

成２ ５ 年） ４ 月１ 日に「 一般財団法人阪神高速道路

技術センタ ー」 への移行し まし た。

そし て 2 0 2 0 年（ 令和 2 年） 7 月 1 日、 中長期的

な研究テ ーマや新たな 情報通信技術の活用など 創

造的先進技術に挑戦し 、 阪神高速道路を 含む関西

を 中心と し た道路ネット ワーク の発展、 良好な 維持

に一層貢献する決意を 込め、 法人名を「 一般財団法

人 阪神高速先進技術研究所」 に変更を 行いまし た。

● 講演会・ 講習会の開催

道路の建設、 維持管理、 防災等に関して造詣の深い学識経験

者や技術者を招いて講演会や講習会を 実施しています。

◉ 建　 設 挑戦する建設技術 ～世界における日本の建設技術の挑戦～（ 2 0 1 7 年 11 月）

～建設技術の新たなステージに向かって～（ 2 0 1 7 年 11 月）

◉ 維持管理 道路保全に関する 技術講習会 ～異分野技術が融合する最新建設技術～（ 2 0 1 5 年 1 2 月）

～高速道路の維持管理と 先進技術～（ 2 0 1 9 年 1 2 月）

◉ 交通・ 計画 交通シミ ュレ ーショ ン 活用セミ ナー ～最新事例を 踏まえた技術動向の解説～（ 2 0 1 2 年 1 0 月）

～次世代インフ ラと 高速道路の未来～（ 2 0 1 6 年 8 月）

◉ 地震・ 防災 地震と の戦い ～なぜ橋は地震に弱かったのか～（ 2 0 1 5 年４ 月）

◉ 設計不具合事例 道路インフ ラ の設計品質向上に

関する講習会

　 各年度ごと 不定期に開催

（ 2 0 1 3 年２ 月、2 0 1 4 年３ 月、2 0 1 5 年６ 月、2 0 1 7 年2 月）

［ 講演会・ 講習会の開催事例］

［ 資格認定試験］

点検・ 診断に関する筆記試験や、 実際の構造物にて行う 実地試験など、 取得する資格に応じ た認定試験を 定期的に実施しています。

［ 点検診断講習会］

土木構造物の点検なら びに診断技術の向上を 図るため、 技術

者を 対象と し た点検・ 診断の手法及び法令等の講習会を 実施

しています。

先進技術研究所では、 土木構造物の点検及び診断業務の技術

水準と 信頼性の向上を図り 、 阪神高速道路などにおける土木構

造物の保全に寄与するため、 技術者資格認定制度を設けていま

す。 資格認定試験は「 筆記試験」 と 「 実地試験」 を 行い、 点

検の実施、 損傷程度の評価、 健全性の診断などに必要な知識及

び技術が認めら れた技術者対し 、 点検診断技術者資格を認定し

ています。

［ 国土交通省の技術者資格とし て登録］ 

先進技術研究所が資格認定している「 主任点検診断士」 及び「 点

検診断士」 は「 公共工事に関する調査及び設計等の品質確保に

資する技術者登録規程（ 平成 2 6 年国土交通省告示 1 1 0 7 号）」

に基づく 技術者資格登録簿に平成 2 8 年 2 月に登録さ れました。

こ のため、 国や地方公共団体などが行う 点検・ 診断業務などへ

の当資格の活用が見込まれます。

  土木構造物点検診断技術者資格認定制度

技術者の認定／講演会・ 講習会開催

● 土木構造物点検診断技術者の認定● 点検診断技術者資格認定制度

  建設・ 維持管理技術の PR ／出前講座／講演会・ 講習会の開催

［ 認定部門］

資格名称
技 術 者 資 格 登 録 簿 に お け る 区 分

施設分野 業　 務

｢主任点検診断士｣

及び

｢点検診断士｣

橋梁（ 鋼橋） 点検・ 診断

橋梁（ コ ンクリ ート 橋） 点検・ 診断

ト ンネル 点検・ 診断

舗　 装 点検・ 診断

小規模附属物 点検・ 診断

道路土工構造物（ 土工） 点検・ 診断

［ 認定実績］

資格名称（ 年） 2 0 1 5 2 0 1 6 2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9

主任点検診断士 1 2 人 3 6 人 2 9 人 1 7 人 1 3 人

点検診断士 3 1 人 3 3 人 3 3 人 3 6 人 2 6 人

技術講演会　 2 0 1 9 年 1 2 月「 高速道路の維持管理と 先進技術」

実地試験筆記試験
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